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［背景・ねらい］ 

静岡県では、平成 22 年 3 月の凍霜害の影響で 45 億円もの甚大な被害を受けた。そこで、

茶業研究センターでは、凍霜害を受けた茶園において、被害程度別にその後の整せん枝等の

栽培管理が茶芽の生育と収量に及ぼす影響を明らかにすることにより、凍霜害を最小限にお

さえることのできる事後対策技術を確立し、今後の茶生産の経営安定につなげることを目的

として試験を行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．被害茶園における被害直後のせん枝方法を明らかにした。 
被害の甚大な茶園（株面から 2～3 節程度下の深部にまで枯死芽が見られる茶園では、

株面を前年秋整枝位置から 1cm 下で刈り落とす（せん枝する）ことにより、生育良好な

再生芽の伸長を促し、一番茶収量が増加する（図 1，2，3）。 
 
２．被害茶園では一番茶の生育が極めて不揃いになるため、摘採時に茶刈り刃で切断されず

摘採後に下から伸長してくる遅れ芽が多発する。この遅れ芽の二番茶への混入を防止す

るための適切な整枝処理（遅れ芽除去）の方法を明らかにした。 
一番茶摘採の概ね 10 日後と 20 日後頃に、2 回の整枝を行うことで、二番茶芽の生育

が促進され、収量が増加する（図 4）。 
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．生育初期（萌芽から 2 葉開葉期）に凍霜害を受けた茶園に適用する。 
２．被害が中程度（株面から 1 節程度下まで枯死芽が見られる茶園）または軽微な茶園では、

従来の指針通りに、せん枝を行わずそのままにしておくのが適切である。 
３．研究成果は、迅速に関係団体、農家へ情報提供するとともに、「平成 22 年度凍霜害対策

指針」として取りまとめた。 
４．上記以外の事後対策技術については、「2010 年 3 月 30 日茶凍霜害対策資料集（2011 年，

静岡県経済産業部）」を参考とする。 
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　摘芽数　　50本                    39本
平均芽長　29.5mm           　  23.7mm

 

図２ せん枝の深さが一番茶収量 
に及ぼす影響 

図１ 被害が甚大な茶園におけるせん枝処理の位置 

（写真は被害 1週間後） 

図４ 一番茶後の整枝方法が二番茶収量に及ぼす影響 
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図３ せん枝が新芽重の形態別構成
割合に及ぼす影響 
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